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護審議 竹内 汚〈
ト4

長年の研究に一つの出今年の前半，少し縫嫌をそこ

ね，混必ではほぼ間復したが，なお侠震にしなければな

らないとのことで、，し、ろいろな会合などは失礼している.

OR学会のほうもしばらくご無沙汰していたら，今年

度編集委員にされてしまい，またいくらかはご傘公しな

ければならないことになったが，幾康のことなどで悠の

委員の方々にはご迷惑をおかけすることが多く中択ない

次第であると思っている.

このところ狭い意味のORについては何もやっていな

いが，より}ぶく f数量的方法のjな併とJ というような問題

については，ずっと関心をもちつづけている.

もっと狭く専門的知土 f統計的推定の織選f!ll.議官ì.Iにつ

いて引きつづき ìilf'jl:している.ょうやく設近になって一

つの新しい山が見えてきた!被じで，まだ 10篤くらいil1íìf文

を警く必星野がありそうである.

10年以一1:1渇から考えていてわからなかったことが，フ

トしたことからはっきりするときわめてあたりまえのこ

とに思えてくるのは，ときどきあることながら，やはり

不思議な気がする.

〈主主〉システム科学研究所 主冶ニL
Yステム部 屯八ノい 武

菊人に贈る 4条 オ7かりし頃t主主将しい方法などを知る

と，それを使いたくて色分のまわりにある問題とあらば

n'{ちに，この新しい方法を適用すべく，問題そのものを

焼き itJ: し，問題の一部でしかないものを，あたかも全体

として処恕をし，得々としていたものであった.一一新

しい方法などは確かに使い込んで，その対象範関，前提

条件などを体で覚えることが大切である.大学でも講義

(践で知ること)と実験・実務(体で覚えること}が行なわ

れている.とこれは，綴で知ることと体で覚えることはや:

の雨輸のようにいずれをも欠くことができない.また，

この両者のバランスのとれていることが必要である.

そのためには使い込むことが必要不可欠である.一ー

だんだんとこのような経験を積んでくるにしたがって

方法の適用そのものが筒的でないことに気づき，やがて

問題そのものの成立条件へと呂が向いてくる.すなわ

ち，問題の3誌の姿をま~える方向へと復点が移ってゆく.

この領域は，インターディシプヲナ担ーな領域でいま

までの専門化された狭い知識だけでは対処できないとこ

ろである.こここでトライアンドエラーをくり返し，悩

みに悩んで人間約深みと j成長が行なわれ，どうやら…人

前の OR~をとして認めてもらえるのではないだろうか.

私t土佳人に大いなる期待をもってつ容のことをいい

ずこし\

• Tfいうちにチャレンジしろ，それが若さではないか
・方法・技術の裂にひそむ思想、をくみとれ

・綴だけでなく，体で、覚えよ

・問題が fニオイ j でわかるようになれ

議長評議五イーゼル〈稔〉 荒木 幹堆

ムダ排除運動!こ小口 '1 卜生産 当社のメイン工場の l つ

である長浜工場(滋賀県)では，いま生産方式の革命とい

われてし、る f ムダ排徐遣義援IJ (通称MHN)が推し進めら

れている.

従来のロット生産に変わり，小ロット生産による生産

の王子望書化を行ない，ジャスト・イン・タイム方式といっ

て，必要なものを必婆なときに必要なだけ生産する.

つまり，自工程で加工に必要なものを，その時点'C'，

前工程に取りにゆくガまたである.

ロット生産Eでは，生産主計磁の変更に対してはあまりに

も対処することが困難で、ある.その点，小ロットで、生産

していれば，設計変更+生産計画の変更に対して柔軟に

応じることが1可能であり，っくりにすぎによる在懸念出

さなくてもすむ.

またIJ、ロット生産て、は，従来あまり改替のメスが入れ

られなかった綴所が浮彫りにされ，とくに段取替え時間

が問題になってくるが，作業者自身の改善葬への問題意識

が向上し，治工具やライン編成を見直すことにより，よ

り生産コストの低減に寄与できると考えている.
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(株)日立製作所 長谷川孝一

どこかおかしい「評価J のされっち 研究テーマを「評価J

いかぎられた資源ーヒト，そんカネーを「効率的J

に配分し，最大の収益を得るとは， どういうことなの

か? 評価データを f科学的手法j で処理したとして

も，そのもとになる評鱈データは，終局，人が言平憶した

ものだから，その評鐙する人の能力によって，研究テー

マはいろいろに評{恋されうる.言事{滋ずる人が，ただ 1 人

なら，評{濁した結果の当たりはずれは当然大きくなる

し，逆に評価者の数が多ければ，当たりはずれが小さい

平均的な値に落ち着く.ということは，過不足のない誰

もが納得のし、く研究テーマに，最大の評価が与えられる

ことになる.したがって，すぼらしい研究テ{マ(結果

としてわかることだが)も，多人数評価集団では，オミ

ットされてしまう可能性が大きい.つまり，世界をリー

ドするような研究テーマは，いい務僚を得られないわけ

である.尽本は，いつまでたっても，後遂霞から抜け出

ぜない.どこかおかしいのでは?

主器拡麟萩原健氏

水道事業と OR 水道事業は，昭和48年秋の石油パユッ

クを契機とする激しい経済の変動の波に見舞われ，水道

需要の落ち込みそして低迷がつづL 、ている.

a本の経済自体が低成長，安定成長の時代に移行しよ

うとしている浸在，水道の普及率が潟水準となった情勢

を考えると，建設拡張の時代から維持管理の時代に入っ

たと窓、われる.

ORは，建設拡張の時代においては矯要予測やそれに

もとづいた各水道施設の設計，管網の設計などに利用さ

れてきたが，維持管理の時代においては各水道施設の経

済的運転，管理などに利用されていくと思われる.

これからの水道事業をとりまく環境として，生活様式

の変化，下水道の普及，都市構造の変化，水道料金改定

の影響，かぎりある水源と汚染，地域住.民の考え方の変

化，異常気象の定着，経済の変動など多くの問題が出て

くると窓われる.

これらの社会システムにおける持基震を解決するのに

は，科学的な管理手法が必要であると忍われる.そうい

う意味で，今後のORの発展に期待している.

高産審議J会科学研究所 国 JfllEエ郎

ドイツでの ORシンポジウム 私は現在，酋ドイツ

Mannheim 大学の数学と情報科学科の博士候補生とし

て，数理計際司法，とくに非線形計画法を中心に研究して

おります.指導教授は Prof. Oettli で， いま教授とと

もに取り総んでいる問題は， f担j約式が集会{遺書者数の場合

の必要書条件，十分条件を求めることです.

ところで，先日， Aachen でORのシンポジウムがあ

り，それに出席してきましたので，少し触れてみたいと

思います. 10のセクションにわカ通れており，それぞれ，

1.応用 2. 動的計画法と制御理論 3. 整数計画法 4. グ

ラフとネットワーク 5. 線形と非線形計画法 6. 数現経

済学とゲームの環論 7. 経済学 8. 生産と在庫管理 9‘ 

統計的品質管灘と決定理論 10. 確率過程と待ち合せの

理論，でした.発表時間は 1 人45分間で， ドイツ人らし

い活発な討織がよく見受けられました.主えは第 5 セクジ

ョンをやIL)に織きましたが，このセクションの暴露文伶数

は 18でもっとも多く，この関係の研究者がドイツに多い

のに驚きました.内容は，線形計画法の解法に関するも

のラ件，非線形計画法については 7件，その他は一般的

で，関数の性質や，変分不等式などの問題があっかわれ

ておりました.日本のOR学会に比して，数学的問鰯も

多く取り上げられているのが自につきましたー

喜義主言語学部 牧野 都治

センスを育てる このところ，統計関係の講義に終始し

ている.先日テストをした. r問題:歩行者うた濁の臼の

(東京)銀鐙地区への人出を知りたい. どうしたらよい

か. J一一"大多数の学生は，駅の降車人員を調べるとか，

通りを歩いている人の数をカウントずるなどに焦点をお

いた苦しい解答をよせていたが，それらの答案にはあま

りよい点は与えられなかった.しかし，おもしろいのが

2 枚あった. 1 枚は，ゴミの量によって人出を推定する

というものであり，もう!枚は

いるのでで、，新橋駅の降車人員を誘べればわかる"という

のである.ホントかウソか知らないが，こんな説得力の

ある答案を議げる学生を育てたいと綴っている今自この

演である.
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